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７月２２日【日】 

淨るりシアター小ホール 

入場無料    

受付：１３時３０分 
開会：１４時００分 
終了：１６時００分 
 

能勢高生が育てた花鉢物 

プレゼント（２００鉢限定） 

      

2012能勢高校を応援する会 

第３回総会 
 

 

◆講演 

浜板
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 健一
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さん 

島根県海士町
 あ  ま

教育委員会 

派遣社会教育主事 

島前
どうぜん

高校魅力化プロジェクト事務局 

   「能勢高校を応援する会」事務局 

能勢高校内 ☎ 072-737-0666 

 ホームページ http://www.noseko-ouen.jp/ 
 

 

◆発表 

能勢高校ユネスコクラブ 
「ASPnet 高校生世界フォーラム」に向けて 

 



「ピンチは、変革と飛躍へのチャンス」という発想のもと、 
｢島前高校魅力化プロジェクト｣を開始 

       地域の特色を生かした授業を行い、地域の将来を担う人材の育成をめざす 

全国からの意欲の高い生徒の確保により、地元生徒への刺激と高校の活性化 

寮費全額、食費毎月 8,000 円、里帰り交通費等を補助する島留学制度も新設 

      超尐人数指導と充実した個別指導 

    国公立大学などへの進学希望も実現する「特別進学コース」を設置 ・・・等々 

昨年春には、７人が国公立大学合格、今年度の入学定員が２倍の８０名となり、 

島外からの２３人を含め５９人が入学しました。 

島前高校のホームページ http://www.dozen.ed.jp/   島前高校魅力化プロジェクトのホームページ http://miryokuka.dozen.ed.jp/ 

 

 

 

 

 

  島根県の離島、隠岐諸島の県立隠岐
お き

島前
どうぜん

高校（海士
あ ま

町）は 

急激な尐子化の進行を受けて、この１０年間で生徒数が半分 

以下に激減。 

このままでは高校の存続が危ぶまれる状態となりました。 

島前高校を失うことは、島の活力が急激に低下してしまいます。 

高校の存続は島の存続と直結する問題です。 そこで・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 能勢高校は、平成２２年７月に大阪府では７番目の学校として 

ユネスコスクールに認定されました。 

２０１４年度（平成２６年度）に文部科学省ユネスコパートナーシップ事業として 

「ＡＳＰｎｅｔ 高校生世界フォーラム」が、わが国で開催されることになり, 

その準備セミナーに本校ユネスコクラブのメンバーが参加しています。 

また、世界フォーラムでの発表をめざした、Ｒｉｃｅ Ｐｒｏｊｅｃｔの取組みも 

スタート。能勢高校ならではの研究や取組みが大いに注目されます。 

 

 

 

 

 

淨るりシアター 
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プロフィール 

1965年 島根県生まれ 
1987年～2007 年 島根県内公立小・中学校教員 
2007年～ 海士町教育委員会 派遣社会教育主事として 

島前高校魅力化プロジェクトに携わる 

 

◆発表   能勢高校ユネスコクラブ 

 

〒563-0341 大阪府豊能郡能勢町宿野 30  

TEL 072-734-3241／FAX 072-734-3240 

 

―ユネスコセミナーで発表― 
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